
令和７年度災害訓練アンケート結果について 

 

 愛知県訪問看護ステーション協議会では、令和 7 年度の重点事業でもある災害対応連

絡体制マニュアルに沿った実働訓練を 9 月 9 日に実施し、各訪問看護ステーションで作

成した BCP を基に職員の安否確認訓練を行いました。初めての災害訓練で県内 1,191

事業所に呼びかけ 241 事業所の参加がありました（参加率 20.2％）。その際のアンケート

結果を以下にまとめましたのでご報告します。 

アンケートにご協力して頂いた事業所様には貴重な意見を頂きありがとうございました。 

アンケート回答事業所 148（回答率 61.4％） 
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Googleマップを用いた訪問先での避難所の確認

停電の時の対応再確認をした

備蓄の在庫確認

法人上層部への報告

BCPの見直し

利用者の安否確認

パザードマップでの災害予測

協議会への報告

職員の安否確認



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 ４．３の回答について、具体的なご意見や改善点についてご意見をください 

  ・訪問看護として確認すべきことが訓練に参加することで確認できた。 

  ・現在の BCP で足りていない部分を考えることができた。 

  ・被害想定がもう少しリアルに設定されている方が行動しやすいと思った。 

  ・回答の選択肢に「よくわからない」「不明」といった選択肢があるとより回答しやすいと思った 

  ・報告時間が 18 時は早いと思った。 

  ・QR コードが災害マニュアルにある物と、後日送られてきたものがあり迷った。 

 
   その他の意見では、連絡方法の改善、マニュアルに沿った、医療圏内での合同訓練が必要、 

オンラインが繋がらなかった時の連絡方法などがあった 

 

6．「災害時連絡体制マニュアル」の改善点について具体的にご意見をお聞かせください 

 ・通信機器が使用できない場合も連絡手段に課題がある 

 ・マニュアルが出来たのはいいと思う 

 ・この報告がどの様に情報共有されるのか訓練されるとより実践的になると思う 

 ・訓練を通して、スタッフの安否確認の改善点が見つかった 

 （災害マニュアルよりも、各事業所の BCP の改善点が見つかったの回答が複数あり） 
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８．７の回答について、具体的なご意見をお聞かせください 

 ・わかりやすく入力できた 

 ・細かく記載されていたので振り返りが行いやすかった 

 ・項目が多く、実際の災害時にこんなに長くアンケート入力ができるかなと思った 

 ・FAX の QR コードが読み取れなかった 

 ・近くて違う地区の QR コードを読み取ってしまい苦労した 

 

 

88%

5%4% 2% 1% 問題なくできた

操作が難しかった

QRコードの読み込みができなかった

パソコンでURLを使用した

発電機など一部備蓄していない項目は回答しにくかっ

た。



 

 

 １２．今後の災害訓練に向けての御意見・ご提案・改善点等をご記入ください 

  ・定期的に実施して欲しい 

  ・集約されたものがどのように活用されるか知りたい 

  ・BCP を見直すいいきっかけになった 

  ・会員ではないのですが、今回の訓練で地域内での連携が重要であると認識した 

  ・ステーション協議会のシステムを知り、参加訓練する意義を強く感じた 

  ・災害について、地域連携を意識できる良い機会となりました 

  ・各事業所が自分たちで訓練を実施することはとても大変であり時間もない、必要な法定研修を計画いただ

けると大変ありがたいです 

 

まとめ 

災害訓練では、災害時の連絡方法や地域での連携などについて、ご意見をいただきまし

た。今後、災害時情報共有マニュアルとしての見直しを行い、災害発生時に活用できるよう

準備していく予定です。 


